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と す る 。
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L e b e s g U e の 優 収 束 定 理 D o m i n a t e d C o l l v e r g e n c e T h e O r e m を 使 っ て
典 & 凡 ( x ) = F ( x )
で あ る 。 ま た 補 題 1 2 よ り
F ( X ) の 右 辺 の 積 分 は l o g X の 従 っ て 況 X > 0 で X の 複 素 解 析 関 数 と な っ
て い る 。 ま た F ( x ) の 右 辺 の X - A も X = 0 の 近 傍 を 除 い て x の 複 素 解
析 関 数 で あ る か ら
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〆 隆 嘩 ， ( 三 諜 蓋 … ) 鎌 , 仙 抑 ・
は X = ( ) を 除 い て 晩 X > 0 で X の 複 素 解 析 関 数 と な っ て い る 。
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複 素 数 値 実 解 析 関 数 で あ る 。
… ( 6 ) ( こ れ は l l } の 式 番 号 で 以 後 | 1 ] の 式 番 号 に 従 う ｡ ）
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( 1 ) , ( 2 ) , ( 3 ) , ( 3 ' ) , ( 4 ) , ( 4 ' ) , ( 5 ) , ( 5 ' ) , ( 5 ' ' ) , ( 6 ) を 使 う と
l i , =
A ( " ) ( l o g n ) "
n s α ｱ a
1
ア
ー ・ ■ － －
〃 ! ” ≦ ( X Y ) "
1 + o ( 1 )
＋
? ?
( ぴ 一 β b ) I ' + !
｛ （半 ｡ { ( ; 剛 志 ) ) " } ≠ ｡γ 半 ' 舟
焦 仏 兼 ﾉ [ " 手 人 " } ( - ¥ ' : ( ･ 帯 ) ( " ) X 艦 マ リ d t " ,
( 芸 器 , ( : ) ≠
手 夫 { A " 寺 ん " } 具 } 型 : ( ･ 哨 ( " ) K 総 ﾃ ﾘ d " -
( 芸 器 , ( ; ) ＋
+ 刺 珊 " 里 型 : ( ， ÷ : ) ( " I x 鵲 ﾃ l l d i "
= 尚 " 皇 嘉 , , A ( " ) ¥ g " ) " " ､
‐
半 ｡ { ( 姜 薦 ' ( F 2 y ) ル ｡ { ( r " ¥ ､ }
＝
- ( 芸 器 7 { ( ; ) + o ( 蕨 壼 壼 F ) } -
- ( 姜 器 r { ( : ) - 余 凡 ( x ) }
= 尚 " 言 晨 , , A ( " ) : : g " } 臓 α , U +
兼 ｡ { ( ; " P ( 5 4 3 ' ) " } ゞ ｡ { ( y g ¥ ､ }
1 4 6 鹿 児 烏 経 済 論 集 第 5 9 巻 第 2 号 ( 2 0 1 8 年 1 2 月 ）
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を 得 る 。 こ こ で 上 記 左 辺 の 第 1 項 ：
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記 の よ う に A を 選 び ， 第 2 番 目 に B を 選 ぶ ) ， そ し て
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の ‘ を 選 ぶ 。 こ れ は F ( x ) が 実 解 析 関 数 で あ る こ と と ， 定 数 c o n S t a l l t で
な い こ と ( 注 ) か ら 可 能 で あ る 。 ま た 上 記
α - 売 仮 ( x )
は 〃 に 依 存 し な い こ と に 注 意 す べ き で あ る 。
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こ こ で α , 6 , c , d ≧ 0 に 対 し て ( ( z + 6 + c + d ) 2 ≦ 4 ( ( m 2 + 6 2 + c 2 + d 2 )を 得 る 。 α , 6 , c , d ≧ 0 に 対 し て ( α ＋
で あ る こ と を 使 っ た 。
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( 1 0 ) の 右 辺 の 第 1 項 を 補 題 2 を 使 っ て 評 価 す る ：
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る の で ， （ 1 2 ) の 左 辺 は C O に 近 づ き ， 一 方 ( 1 2 ) の 右 辺 は
( ' 2 ) で ” 一 助 〉 0 を 保 ち な が ら ,。 を β b に 十 分 近 づ け れ ば . / ; I ! > ; で あ
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と い う 有 限 値 f i l l i t c v a l l l c に 近 づ き 矛 盾 が 生 ず る 。 従 っ て 〃 0 = / i ) + " 0 ,ﾉ 九 ＞
: な る 定 理 の 条 件 を 満 た す < ( s ) の 複 素 零 点 c o m p l c x z c r o は 存 在 し な い 。
□
注 : F ( X ) が 定 数 で な い こ と の 証 明
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こ れ は 特 定 の z に 対 し て し か 成 り 立 た な い の で 矛 盾 で あ る 。 従 っ て F ( X ) =
G ( z ) ≠ c o n s t α 〃 t . D
注 意 1 : m を 固 定 し て 主 定 理 l を 繰 り 返 し 適 用 す る と ，
T ; , ' - ' < 7 0 < T 1 " 内 に あ る 零 点 p 0 の 実 部 比 は 次 第 に 小 さ く な り ，
非 零 領 域 z e r o f r e e r e g i o n :
{ o + i tl " < o , Z n - , < t < T h }
は ， 左 方 向 に 広 が っ て 行 き ， 遂 に は
｛ ｡ + " ' : < ｡ , z " - | < # < z " }
と な る 。
主 定 理 は 次 の 結 論 を 導 い て い る 。 即 ち ， 存 在 を 仮 定 し た p o は 実 際 に は 存
在 せ ず , 当 く ｡ と な る < ( s ) の 零 点 s = o + i t は 存 在 し な い こ と に な る 。 こ
の 手 続 き を 各 β ･ に 施 せ ば ｡ 結 局 〈 ( s ) の 複 素 零 点 は 半 平 面 ; < ･ に は 存 在
し な い と 結 論 付 け ら れ る 。
p b = ; で は 上 記 矛 盾 が 生 じ な い の で ，こ の 過 程 は " = ; で 止 ま る 。
注 意 2 : こ の 論 文 は T u r d n { 2 1 の 着 想 を 基 に し て い る 。
注 意 3 :l o g < ( s ) が D i r i c h l e t 級 数 に 展 開 出 来 る 事 ， 即 ち 〈 ( s ) が E u l e r 積 を
持 つ 事 が 重 要 で あ る 。
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( 1 ) の 訂 正
I ) . 1 4 ,1 1 . 1 ;
鷹鷹
/ ( " ) c x p ( " z ) 伽 → F ( z ): = / ( " ) e x p ( " z ) "
I ) . 1 5 ,1 1 . 2 ;
1 ＜ , 梢 1 除 ( l e l e t e
l ) . 2 1 ,1 . 7 ;
画 … " _ , , → 鰯 : 編 _ ｡
. B
l ) . 2 2 以 降 の 訂 正 は 本 論 文 : あ る 平 均 値 積 分 ( I I ) に 従 う 。
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